
○那須烏山市大金駅前観光交流施設設置、管理及び使用料条例 

平成27年２月16日条例第１号 

改正 

平成29年３月１日条例第５号 

那須烏山市大金駅前観光交流施設設置、管理及び使用料条例 

（趣旨） 

第１条 この条例は、地方自治法（昭和22年法律第67号。以下「法」という。）第228条及び

法第244条の２の規定に基づき、大金駅前観光交流施設の設置、管理及び使用料に関し必要

な事項を定めるものとする。 

（設置等） 

第２条 大金駅を利用する者の利便性の向上を図るとともに、観光に関する情報を発信し、

及び地域の交流活動の場を提供することにより、快適で活力ある地域づくりを推進するた

め、市に大金駅前観光交流施設（以下「観光交流施設」という。）を設置する。 

２ 観光交流施設の位置は、那須烏山市大金155番地４とする。 

３ 観光交流施設は、次に掲げる施設をもって構成する。 

(１) 休憩・観光案内所 

(２) 展示・販売所 

(３) 地域交流室 

(４) 芝生広場 

(５) イベント広場 

(６) その他の施設 

（管理） 

第３条 観光交流施設の管理は、市長が行う。 

２ 観光交流施設は、常に良好な状態において管理し、その設置の目的に応じて最も効率的

に運営しなければならない。 

３ 市長は、観光交流施設の設置の目的を効果的に達成するため必要があると認めるときは、

法第244条の２第３項の規定基づき、同項に規定する指定管理者（以下「指定管理者」とい

う。）に観光交流施設の管理を行わせることができる。 

４ 前項の規定により指定管理者に観光交流施設の管理を行わせる場合における当該指定管

理者の指定の手続等については、那須烏山市公の施設に係る指定管理者の指定の手続等に

関する条例（平成18年那須烏山市条例第21号）の定めるところによる。 

５ 指定管理者が行う管理の業務の範囲は、次のとおりとする。 

(１) 観光交流施設において行う事業の運営に関すること。 



(２) 観光交流施設の使用の許可に関すること。 

(３) 観光交流施設の施設及び附帯設備の維持管理に関すること。 

(４) 前３号に掲げるもののほか、市長が必要と認めること。 

６ 市長は、前３項の規定により指定管理者に観光交流施設の管理を行わせる場合において

も、次の各号のいずれかに該当するため、必要があるときは、前項に規定する指定管理者

が行う管理の業務の全部又は一部を自ら行うものとする。 

(１) 指定管理者を指定することができないとき。 

(２) 指定管理者の指定を取り消し、又は期間を定めて指定管理者が行う管理の業務の全

部若しくは一部の停止を命じたとき。 

(３) 指定管理者が災害その他やむを得ない事由により、その管理の業務の全部又は一部

を行うことが困難になったとき。 

７ 第３項から前項までの規定により指定管理者に観光交流施設の管理を行わせる場合にお

ける第５条から第８条まで、第10条、第11条、第13条及び第15条の規定の適用については、

第５条第２項中「市長」とあるのは「指定管理者」と、「前項」とあるのは「市長の承認

を得て、前項」と、第６条第２項中「市長」とあるのは「指定管理者」と、「臨時」とあ

るのは「市長の承認を得て、臨時」と、７条、第８条、第10条、第11条第１項中「市長」

とあるのは「指定管理者」と、同項第３号中「職員」とあるのは「指定管理者」と、同条

第２項中「市」とあるのは「市及び指定管理者」と、第13条第２項及び第15条中「市長」

とあるのは「指定管理者」とする。 

一部改正〔平成29年条例５号〕 

（事業） 

第４条 観光交流施設においては、次に掲げる事業を行う。 

(１) 市内の観光地及び観光施設の案内に関すること。 

(２) 地域特産品、農産物等の販売に関すること。 

(３) 民芸品、工芸品等の展示に関すること。 

(４) 地域交流イベントの開催及び運営に関すること。 

(５) 前各号に掲げるもののほか、その設置の目的を達成するために必要と認められる事

業に関すること。 

（利用時間） 

第５条 観光交流施設の利用時間は、午前８時30分から午後６時30分までとする。ただし、

別表に掲げる施設については、午前９時から午後５時までとする。 

２ 市長は、特に必要があるときは、前項の利用時間を変更することができる。 

一部改正〔平成29年条例５号〕 



（休日） 

第６条 観光交流施設の休日は、次のとおりとする。 

(１) 毎週火曜日。ただし、その日が国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に

規定する休日に当たるときは、その翌日とする。 

(２) 12月29日から翌年１月３日まで 

２ 市長は、特に必要があるときは、臨時に休日を定め、又は休日に観光交流施設を利用さ

せることができる。 

一部改正〔平成29年条例５号〕 

（使用の許可） 

第７条 観光交流施設の別表に掲げる施設及び当該施設に附属する設備（以下「施設等」と

いう。）を使用しようとする者は、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。当該

許可に係る事項を変更しようとするときも、同様とする。 

２ 市長は、前項の許可をするときは、観光交流施設の管理上必要な条件を付することがで

きる。 

一部改正〔平成29年条例５号〕 

（使用の制限） 

第８条 市長は、施設等の使用が各号のいずれかに該当するときは、その使用を許可しない。 

(１) 公の秩序又は善良な風俗を乱すおそれがあるとき。 

(２) 施設等を損傷し、又は滅失するおそれがあるとき。 

(３) 前２号に掲げるもののほか、観光交流施設の管理上支障があるとき。 

一部改正〔平成29年条例５号〕 

（権利の譲渡等の禁止） 

第９条 第７条第１項の規定による使用の許可を受けた者（以下「使用者」という。）は、

その権利を他人に譲渡し、又は転貸してはならない。 

（特別の設備の制限） 

第10条 使用者は、施設等を使用するに当たって、特別の設備をし、又は備付けの物品以外

の物品を使用するときは、あらかじめ市長の許可を受けなければならない。 

一部改正〔平成29年条例５号〕 

（使用の許可の取消し等） 

第11条 市長は、使用者が次の各号のいずれかに該当するとき、又は観光交流施設の管理上

特に必要があるときは、使用の許可の条件を変更し、若しくは使用を停止し、又は使用の

許可を取り消すことができる。 

(１) この条例又はこの条例に基づく規則の規定に違反したとき。 



(２) 偽りその他不正な行為により使用の許可を受けたとき。 

(３) 使用の許可の条件又は職員の指示に従わないとき。 

(４) 使用料を納入しないとき。 

２ 前項の措置によって使用者に損害が生じることがあっても、市はその賠償の責めを負わ

ない。 

一部改正〔平成29年条例５号〕 

（使用料等） 

第12条 使用者は、別表に定める使用料を納入しなければならない。 

２ 市長は、規則で定める事由に該当するときその他特に必要があるときは、前項の使用料

を減額し、又は免除することができる。 

３ 既納の使用料は、還付しない。ただし、規則で定める事由に該当するときは、その全部

又は一部を還付することができる。 

４ 市長は、第３条第３項の規定により指定管理者に観光交流施設の管理を行わせる場合に

おいて、適当と認めるときは、第１項の使用料を法第244条の２第８項に規定する利用料金

とし、指定管理者に当該指定管理者の収入として収受させることができる。この場合にお

いて、当該指定管理者が行う当該利用料金の減額及び免除並びに還付については、前２項

の規定の例により行うものとする。 

５ 前項の場合における利用料金は、別表に定める使用料の額の範囲内であらかじめ市長の

承認を得て指定管理者が定めるものとする。当該利用料金の額を変更しようとするときも、

同様とする。 

一部改正〔平成29年条例５号〕 

（原状回復の義務） 

第13条 使用者は、施設等の使用が終わったときは、速やかに当該施設等を原状に回復し、

又は搬入した物件を撤去しなければならない。第11条第１項の規定により使用の停止又は

使用の許可の取消しの処分を受けたときも、同様とする。 

２ 使用者が前項の義務を履行しないときは、市長において原状に回復し、これに要した費

用は、使用者の負担とする。 

一部改正〔平成29年条例５号〕 

（損害賠償の義務） 

第14条 使用者その他観光交流施設を利用する者は、故意又は過失により観光交流施設（附

属する設備を含む。次条において同じ。）を損傷し、又は滅失したときは、それによって

生じた損害を賠償しなければならない。ただし、市長が特別の理由があると認めるときは、

この限りではない。 



（遵守事項及び指示） 

第15条 市長は、使用者の遵守事項を定め、かつ、観光交流施設の管理上必要があるときは、

使用者その他観光交流施設を利用する者に対し、その都度必要な指示をすることができる。 

一部改正〔平成29年条例５号〕 

（委任） 

第16条 この条例の施行に関し必要な事項は、市長が別に定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この条例は、平成27年４月１日から施行する。 

（準備行為） 

２ 第３条第２項の規定による指定管理者の指定の手続等、第12条第５項の規定による利用

料金の承認その他の観光交流施設を供用するために必要な準備行為は、この条例の施行の

日前においても行うことができる。 

附 則（平成29年３月１日条例第５号） 

この条例は、平成29年４月１日から施行する。 

別表（第７条、第12条関係） 

施設名 使用料 

地域交流室 ４時間以内の使用にあっては500円とし、４時間を超える使用に

あっては1,000円とする。 

芝生広場 １日につき、使用する面積１㎡当たり20円を乗じて得た額 

イベント広場 １日につき、使用する面積１㎡当たり20円を乗じて得た額 

備考 

１ 使用時間は、準備及び原状回復に要する時間を含む。 

２ 使用時間が１時間未満であるときは、これを切り捨てて計算する。 

３ 芝生広場及びイベント広場については、その使用面積が１㎡未満であるとき、又はそ

の使用面積に１㎡未満の端数があるときは１㎡として計算し、その使用時間が１時間以

上であるときは１日として計算する。 


